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山形鋼高力ボルト接合部への背面付加によ る乾式補強法

その 7 背面付加材による乾式補強の実験結果

山形鋼

保有耐力接合

1.は じめに

高力ボルト摩擦接合

突出脚

筋かい

前報(その 6)に引き続き 、本報では実験結果の考察及

び検討を行う。

2.実験結果と考察

図 1に載荷実験より得られた破断側接合部の荷重変形

関係を示す。各国中のo印は初期すべり発生点を、 ・印は

最大耐力を示す。また図中は、高カボノレト摩擦接合部の

すべりによる変形進行を除去している。なお、降伏耐力

は、初期剛性と二次岡lj性(5mm変位時の接線剛性)の交点に

て評価する。図 l(a)は山形鋼 L65功、図 l(b)は山形鋼

L75x6、国 l(c)は山形鋼 L90x7の既存ボノレ卜2本の補強効

果を示している。補強した試験体 L65・2・3，L75・2・3，L90・2・3

は、ともに無補強試験体と比べて降伏耐力、最大耐力が

大きく上昇している。また、補強した試験体 L65・2・3，L90・

2・3は、既存ボルト 5本の試験体と比較して、降伏耐力後
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の非線形領域において荷重の上昇は緩やかであるが、降

伏耐力と最大耐力はほぼ等しい結果となった。

図 l(d)は山形鋼 L65x6、図 l(巴)は山形鋼 L75x6、図 l(り

は山形鋼 L90x7の既存ボノレ ト3本の補強効果を示してい

る。3つの函より、荷重変形関係は、既存ボルト 2本と同

様な傾向を示しており 、補強された試験体 L65十 2，L90・3・

2と既存ボルト 5本の試験体の荷重変形関係もほぼ同関係

である。本補強方法では、既存ボノレト 2本、 3本の試験体

を既存ボルト 5本の試験体とほぼ同等な耐力にするととが

できる。

図 1(g)，(h)は、山形鋼 L90x7を補強する際に連結ボルト

を既存ボノレトより lサイズ小さくし、既存材の断面積を大

きくした試験体の荷重変形関係を比較している。既存ボ

ノレ トの数によらず、連結ボルトを lサイズシトさくした試験

体は、既存ボノレ 卜と連結ボル トのボルト径が同一サイズ
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図 l 荷重変位関係

o 5 10 15 20 25 30 
ii [mm] 

(g)75 x 6 

既存ボノレト 2本+連結ボルト 3本(M16)

P [kN] 

500 

0 
o 5 10 15 20 25 30 

ii [mm] 

(h)90 x 7 

既存ボノレト 3本+連結ボノレト 2本(¥116)

Seismic Retrofit Angle Brac巴Connectionsby using High Strength Bolt 
Part.7: T，巴stResults 

Manabe T:依 aseべHirataHiromune'巴1，Suzaki Yuuyaべ
Satsukawa Keiichi・2，Suzuk:i Soh・3，Kishik:iSboichi*4 



の試験体が最大耐力に至るまでの荷重変位関係とほぼ

同等であるが、最大耐力以降は変形が進展 して荷重が

上昇している。

表 Ifこ各試験体の最大耐力の実験値(ePII)、理論値(cPII)

降伏耐力 (.Py) 、突出脚有効率(Ye)、保有耐力接合

(Y，.q)、破断位置をまとめた実験結果一覧を示す。実験

結果を得るための式を表 lの下に示す。最大耐力の計

算値は式(a)で、示し、突出脚有効率(Y)は式(b)で、示す。

実験値から得た突出脚有効率(Ye)を式(c)より求め、保

有耐力接合を満たす条件式は式(d)から与えられる。図

2には、載荷後の破断位置と載荷実験より得られた破断

状況の例に示す。載荷後の破断位置は、無補強試験体

では、既存材ボノレ卜部の断面が破断し、補強を行った

試験体では連結ボノレトの断面が破断した。

載荷実験から得られた最大耐力の実験値(CPII)と式(a)

から得られた理論値(CPII)を比較する。山形鋼 L65x6、

L90x7は、実験値と計算値がほぼ同じであるが、山形

鋼L75x6では、実験値が計算値の約8割ほどであった。

また、実験から得た補強試験体の最大耐力は、既存ボ

ルト 5本の無補強試験体の最大耐力よりもほぼ同じか

若干上昇していることがわかる。

保有耐力接合を満たす突出脚有効率を図 3に示す。

図 3より、既存ボルト 3本までの無補強では、保有耐

力接合を満たしていない。保有耐力接合を満たしてい

る試験体は、補強した試験体と既存ボノレ ト5本の無補

強試験体である。既存材 L90x7の補強試験体において

連結ボルトを lサイズ小さくした試験体は、既存ボル

トと連結ボルトのボルト径が同一サイズの試験体と 比

べ、最大耐力は上昇しているが、突出脚有効率はほぼ

同等の結果となった。ボルトサイズを変えることでボ

ノレト孔の断面積が増大し耐力が上昇した左考察する。

3 まとめ

本報(その 7) では、山形鋼筋かいへの背面付加によ

る乾式補強の実験結果について示した。
参考文献

前報(その6) にまとめて示す。

表 l 実験結果

最大耐力 最大耐力
降伏百I力 突出脚有効率 保有耐力接合

試験体 理論値 実験値 破断位置
cpurkNl ePu[k1吋1 ePy[kN] y， Y~Q 

L65-2-3 250 266 153 0.8 
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図 2 破断位置詳細
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図 3 突出脚有効率一覧
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